
青森市国民健康保険事業特別会計の決算状況等について

　

【参考資料５】

５　令和元年度決算剰余金「２０，７１９千円」の発生要因
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（単位：千円）

○令和２年度以降の「青森市国民健康保険事業特別会計」については、法令等の制度改正によ
　る影響や保険税の収納状況等を見極めながら、財源不足になる可能性がある場合は、当面、
　基金取崩等で対応する。

７　今後の財政状況

（１）平成31年度当初予算編成時点の状況
　○平成31年１月に県から示された納付金「8,016,367千円」に基づき、平成31年度国民健康保険事業
　　当初予算を編成すると、「472,361千円」の財源不足額が発生したことから、以下で対応する
　　こととした。

　　　①平成30年度末財政調整基金の取崩　　　　　２３８，４０６千円
　　　②平成30年度末財政調整基金の運用利息　　　　　　　２３９千円
　　　③平成30年度決算剰余金（見込）　　　　　　１７２，７１０千円
　　　④平成31年度国民健康保険税等　　　　　　　　６１，００６千円
　　　　　　　　合　計　　　　　　　　　　　　　４７２，３６１千円

　○平成31年度当初予算は、上記①と②の合計額「238,645千円」を歳入の９款「繰入金」に、
　　上記③と④の合計額「233,716千円」を歳出の１款「国民健康保険税」に計上することとした。

（２）令和元年度予算における９月補正後の状況
　○平成30年度の決算は、歳入歳出差引額で「366,118千円」の剰余金が発生したことから、
　　決算見込時点での剰余金「172,710千円」より、「193,408千円」増額となったものである。

　○上記から、令和元年度予算の財源不足額は、当初予算編成時点の財源不足額「472,361千円」
　　から「193,408千円」を減額とした、「278,953千円」となったものである。

（３）令和元年度決算の状況
　○令和２年４月末時点での決算見込は「192,830千円」の財源不足となったことから、９月補正時点
　　での財源不足額「278,953千円」より、「86,123千円」の改善が見られたところである。
　○上記の「86,123千円」の改善については、
　　・歳入の６款「県支出金」のうち、県が定める交付要綱に基づき、保険者としての努力を行う
　　　自治体に対し交付する県特別交付金（県繰入金）が後発医薬品の普及促進や保険料の収納率の
　　　向上など、「医療費適正化等の取組」の交付額が増額となったため、「71,078千円」増加した
　　　こと、
　　・保険税の収納率が令和２年４月分と予算現額分で比較すると0.45ポイント増加したこと、
　　が主な要因である。
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３　国民健康保険税の収納率（現年度分）推移

４　被保険者数の推移
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１　国民健康保険事業特別会計決算状況等

区分 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

調定額 5,915,984 5,735,654 5,470,038

款
平成２９年度 平成３０年度

決算 決算

歳
入

千円 千円

国民健康保険税 5,381,515 5,123,269

使用料及び手数料 2,981 2,691
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決算
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5,008,906

2,568

2,539

0

0

20,553,121

国庫支出金 7,957,231 388

療養給付費等交付金 563,957 0

前期高齢者交付金 8,870,745 0

県支出金 1,561,679 20,609,120

共同事業交付金 7,085,842 0

財産収入 1 15

繰入金 2,656,173 2,680,879

繰越金 51,737 601,010

諸収入 185,824 176,051

歳　入　合　計 34,317,685 29,193,423

予備費 0 0

介護納付金 1,462,946 0

共同事業拠出金 7,303,076 4

国民健康保険事業費納付金 0 7,354,337

保健事業費 323,913 319,385

総務費 398,914 425,406

保険給付費 20,230,904

284,105

取崩額

年度末残高

19,890,864

老人保健拠出金 78

繰上充用金 0 0

歳　出　合　計 33,716,675 28,827,305

基金積立金 25,870 300,520
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出
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２　国民健康保険事業財政調整基金の推移
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前期高齢者納付金等 13,628 0
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○国民健康保険事業の令和２年４月末時点（国民健康保険税は４月末時点での実績で、５月末までの保険税の
　収入状況、一部残っている保健事業費の支出等は除く。）での決算見込は「192,830千円」の財源不足とな
　ったことから、財政課と協議のうえ、「青森市国民健康保険事業財政調整基金」から同額を取り崩して、
　歳入歳出の調整を図ったところである。

○上記から、５月１日から出納閉鎖日にかけて、５月収納分の保険税と一部残っている保健事業費等の差引額
　「20,719千円」が令和元年度の決算剰余金となったものである。

○なお、「青森市国民健康保険事業財政調整基金」の取崩は会計課と協議のうえ、５月２９日に行ったもので
　ある。
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６　青森市国民健康保険事業財政調整基金の一部取崩の経緯等
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